


第１STEP

第２STEP

第３STEP

well-being

Quality of Life

Resilience

「まちにわ」を展開し、
充実感のある生活環境づくりに

貢献する

「食」や「農」に着目し、ライフス
タイルの転換のきっかけづくりに

貢献する

「災害への備え」など、復興に取り
組む地域の知恵に学び、支え合う
コミュニティづくりに貢献する

防災意識の向上へ
「花と緑」を通じた交流

「農」との連携
都市と農村とのつながり

候補地の状況に応じた
多様な「まちにわ」の展開

第２弾
第３弾

第１弾

福岡市内

福岡都市圏

交流地域

活動

持続可能な社会
（SDGs）のゴールへ

地域と企業が
「つながる」

パートナー
シップを
「育てる」

活動が
「拡がる、
継続する」

時間

目指す姿
●活動の第一弾は「東光のまちにわ」
　から始まります。
●小さく生まれて大きく成長していくような、
　継続は力なりとなる活動を目指します。
●１年間の季節を通じた活動を試行的に行い、
　その後、前年の反省点・改善点を翌年以降
　の活動に反映し、体制を充実させます。

「
ま
ち
に
わ
」
と
は
、

「
ま
ち
」
の
庭
で
あ
り
、

「
ひ
と
」
の
つ
な
が
り
の
輪
で
あ
り
、

み
ん
な
で
や
る
「
と
き
」
が
連
鎖
す
る
、

花
と
緑
を
増
や
す
活
動
で
す
。

１．「まち」の庭
公共の緑が比較的少ないエリアを対象に、
みんなで楽しく協力して花と緑豊かな空間
を創出します。

２．「ひと」の輪
協力して花と緑をはぐくむ共同作業を通じて、
新たな仲間やコミュニティとの出会いの機会
を提供します。

３．「とき」の連鎖
花と緑を維持管理する技術に触れながら、
次世代へ継承していくべき環境について
考え行動する勇気を醸成します。
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正興電機製作所本社

東光2丁目交差点

花時計
（φ5.0ｍ）

花壇（大）

既存イチョウ

農床(菜園)

農床(菜園)

花壇（中）花壇（小）

第１弾 「東光のまちにわ」
（株）正興電機製作所の創立 100 周年にあたり、地域、市民の方々へ
日頃の感謝を込めて、花時計と花壇のある緑地を整備しました。
この場所を起点とし、まちの新たな景観づくり、花や緑のある持続
可能なまちづくりの推進を目指します。

「東光のまちにわ」の農床(菜園)↑

Photos:Seiichiro Kusano(Creative Photo Office Deep）

７月
花壇の花を使った
フラワーアレンジメント

５月
宿根草講習会

９月
寄せ植えワークショップ

11月
クリスマススワッグ／
リースづくりワークショップ

活動内容
花、緑化推進活動
年３回の花時計および花壇の花の植替えに加
え、専門家による季節ごとのワークショップや
イベントを開催しています。また、株分けや挿
し木体験などを通じて、他の地域とのネット
ワーク形成ならびに共同活動を行っています。

その他、農体験などを通じて多様な業種とつながり、学びあうローカル
SDGs 活動や、環境美化活動、ボランティア活動を行っています。



『まちにわプロジェクト福岡』基金

活動体制

●

●

●

●

法人会員　一口（年額 20,000 円）～

団体会員　一口（年額 10,000 円）～

個人会員　一口（年額   2,000 円）～

特別会員　一口（年額 10,000 円）～

団体代表 正興電機グループボランティア

卜部 仁美 先生（＆green/西日本短期大学非常勤講師）
西川 真水 先生（西日本短期大学 教授）
德永 哲 先生（九州大学非常勤講師）
西日本短期大学 緑地環境学科 学生ボランティア

花と
みどりの
専門家

東光校区市民ボランティア
東光校区生徒ボランティア
緑のコーディネーター

地域ボラ
ンティア

運営協力 （株）ランドスケープむら

後援 福岡市 一人一花推進部
德永 哲 先生

西川 真水 先生

卜部 仁美 先生

企業、地域、学校、自治体が協力して、花とみどりのある持続可能なまちづくりを推進し、
活動の第１弾として正興電機製作所本社横に整備した花時計や花壇の維持管理を行って
います。様々なイベントやワークショップを開催しますので、ぜひご参加ください。

初年度は、1口申込からオリジナルグッズ
（Tシャツとキャップ）をプレゼント！

個人会員のお申込みはこちらから

お問い合わせ
まちにわプロジェクト福岡

【運営事務局】
〒812-0008
福岡市博多区東光２丁目７番２５号

（株式会社正興電機製作所 本社）
TEL：092-473-8831


